
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報

号
外
第
三
十
一
号

令
和
四
年

六
月
二
十
四
日

金　曜　日

目

次

規

則

○
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

二

○
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
十
九
号

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
知
事
直
轄
組
織
」
を
「
感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
第
三
条
、
第
十
二
条
第
二

項
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
別
表
第
一
の
一
の
表
知
事
直
轄
組
織
の
項

二
　
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
）
第
三
十
条
第
三
項
の
表
二
の
項

三
　
山
梨
県
職
員
の
特
別
褒
賞
金
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十

五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号

附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
山
梨
県
条
例
第
三

十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

2
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
規
定
に
よ
る
機
関

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
そ
の
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為

は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
規
定
に
よ
る
相
当
の
機
関
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
そ
の
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

3
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
別
に
発
令

さ
れ
な
い
者
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
号

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
の
第
一
の
一
の
2
の
㈠
の
⑵
中
「
五
百
七
十
一
万
四
千
円
」
を
「
六
百
二
十
八
万
五
千
円
」
に

改
め
、
同
表
の
第
一
の
二
の
1
の
㈢
中
「
千
百
六
十
円
」
を
「
千
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一

の
三
の
㈢
の
⑴
の
表
中
「
一
八
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
二
四
、
二
〇
〇
円
」

を
「
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
三
五
、
八
〇
〇
円
」
を
「
三
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
、
八
〇

〇
円
」
を
「
四
二
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
五
四
、
二
〇
〇
円
」
を
「
五
三
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、

九
〇
〇
円
」
を
「
七
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
三
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
三
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
四

〇
、
四
〇
〇
円
」
を
「
四
〇
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
五
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
五
五
、
八
〇
〇
円
」

に
、
「
六
五
、
七
〇
〇
円
」
を
「
六
五
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
八
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
八
二
、
二
〇

〇
円
」
に
、
「
一
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
三
の
㈢
の
⑵

知
事
直
轄
組
織

感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー

知
事
直
轄
組
織
感
染
症
対
策
企
画
グ
ル
ー
プ

感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
感
染
症
対
策
企
画
グ
ル

ー
プ

知
事
直
轄
組
織
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
グ

ル
ー
プ

感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
グ
ル
ー
プ

知
事
直
轄
組
織
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
推
進
グ
ル

ー
プ

感
染
症
対
策
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
推

進
グ
ル
ー
プ



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

二

間
）
」
に
改
め
る
。

附
則
別
表
二
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
項
中
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
ア
ン
モ
ニ

ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合
物
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

の
表
中
「
八
、
三
〇
〇
円
」
を
「
八
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
三
〇
〇

円
」
に
、
「
一
五
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、

九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一

二
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
九
〇
〇
円
」

を
「
二
一
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
二
七
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
七
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第

一
の
六
の
㈡
の
⑴
中
「
五
十
九
万
五
千
円
」
を
「
六
十
五
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
六
の

㈡
の
⑵
中
「
三
十
万
円
」
を
「
三
十
一
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
イ
中

「
四
千
五
百
円
」
を
「
四
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
ロ
中
「
四
千
八
百

円
」
を
「
五
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
八
の
㈢
の
⑵
の
ハ
中
「
五
千
二
百
円
」
を
「
五
千
五
百

円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
九
の
㈢
中
「
二
十
一
万
五
千
二
百
円
」
を
「
二
十
一
万
三
千
八
百
円
」

に
、
「
十
七
万
二
千
円
」
を
「
十
七
万
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
二
の
㈡
中
「
十
三
万
七

千
九
百
円
」
を
「
十
三
万
八
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑴
中
「
二
万
五
千
三
百

円
」
を
「
二
万
五
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑵
中
「
一
万
六
千
四
百
円
」
を

「
一
万
六
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑶
中
「
一
万
六
千
五
百
円
」
を
「
一
万
六

千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑷
中
「
一
万
四
千
五
百
円
」
を
「
一
万
四
千
六
百
円
」

に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑸
中
「
一
万
六
千
八
百
円
」
を
「
一
万
六
千
六
百
円
」
に
改
め
、

同
表
の
第
二
の
㈠
の
1
の
⑺
中
「
二
万
六
千
五
百
円
」
を
「
二
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
一
号

山
梨
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 
郎

山
梨
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
八
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
令
和
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
を
「
令
和
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
（
旅

館
業
に
属
す
る
指
定
工
場
に
あ
っ
て
は
、
当
分
の
間
）
」
に
改
め
、
附
則
第
四
項
及
び
附
則
第
五
項
中

「
特
定
施
設
」
の
下
に
「
を
設
置
す
る
工
場
等
」
を
加
え
、
「
令
和
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
を

「
令
和
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
（
旅
館
業
に
属
す
る
特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
等
に
あ
っ
て

は
、
当
分
の
間
）
」
に
改
め
、
附
則
第
六
項
中
「
令
和
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
」
を
「
令
和
七
年

六
月
三
十
日
ま
で
の
間
（
下
水
道
業
又
は
旅
館
業
に
属
す
る
指
定
工
場
等
に
あ
っ
て
は
、
当
分
の

五
〇

「

「

四
〇

「

「

旅
館
業
（
温
泉
を
利
用

す
る
も
の
に
限
る
。
）

五
〇
〇

「

「

旅
館
業
（
温
泉
を
利
用

す
る
も
の
に
限
る
。
）

五
〇
〇

「

「

旅
館
業
（
一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
ほ
う
素
五
百
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下
の
温
泉

を
利
用
す
る
も
の
に
限

る
。
）

三
〇
〇

旅
館
業
（
一
リ
ッ
ト
ル

に
つ
き
ほ
う
素
五
百
ミ

リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
温

泉
を
利
用
す
る
も
の
に

限
る
。
）

五
〇
〇

「

「

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化

合
物
及
び
硝
酸
化
合
物

畜
産
農
業
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十

八
号
）
別
表
第
一
第
一
号
の
二
ロ
に

掲
げ
る
施
設
を
有
す
る
も
の
に
限
る

。
）

三
〇
〇

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合
物
製
造
業

三
五
〇

畜
産
農
業
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
別
表
第
一
第
一
号
の
二
イ
に
掲
げ

る
施
設
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

四
〇
〇

モ
リ
ブ
デ
ン
化
合
物
製
造
業

一
、
三
〇
〇

バ
ナ
ジ
ウ
ム
化
合
物
製
造
業

一
、
六
五
〇

貴
金
属
製
造
・
再
生
業

二
、
八
〇
〇



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
三
十
一
号
　
　
令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

三

別
表
第
四
百
六
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

四
百
六
の
二
　
畜
舎
建
築
利
用
計
画
認
定
申
請
手
数
料

四
百
六
の
三
　
畜
舎
建
築
利
用
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料

四
百
六
の
四
　
認
定
畜
舎
等
の
仮
使
用
認
定
申
請
手
数
料

四
百
六
の
五
　
畜
舎
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手

数
料

四
百
六
の
六
　
畜
舎
等
の
高
さ
の
許
可
申
請
手
数
料

別
表
中
第
四
百
八
十
四
号
の
二
十
七
を
第
四
百
八
十
四
号
の
二
十
九
と
し
、
第
四
百
八
十
四
号
の
十

三
か
ら
第
四
百
八
十
四
号
の
二
十
六
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
百
八
十
四
号
の
十
二
を
削

り
、
第
四
百
八
十
四
号
の
十
一
を
第
四
百
八
十
四
号
の
十
三
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。四

百
八
十
四
の
十
四
　
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
の
認
定
を
受
け
た
地
位
の
承
継
承
認
申
請
手

数
料

別
表
中
第
四
百
八
十
四
号
の
十
を
第
四
百
八
十
四
号
の
十
一
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。四

百
八
十
四
の
十
二
　
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料

別
表
中
第
四
百
八
十
四
号
の
九
を
第
四
百
八
十
四
号
の
十
と
し
、
第
四
百
八
十
四
号
の
八
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
八
十
四
の
九
　
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
認
定
申
請
手
数
料

別
表
中
第
四
百
九
十
六
号
の
二
か
ら
第
四
百
九
十
六
号
の
七
ま
で
及
び
第
五
百
三
十
九
号
の
三
を
削

り
、
第
五
百
三
十
九
号
の
四
を
第
五
百
三
十
九
号
の
三
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
別
表
第
四
百
六
号
の
次
に
五
号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
中
第
五
百
三
十
九
号
の
三
を
削

り
、
第
五
百
三
十
九
号
の
四
を
第
五
百
三
十
九
号
の
三
と
す
る
改
正
規
定
　
公
布
の
日

二
　
別
表
第
四
百
九
十
六
号
の
二
か
ら
第
四
百
九
十
六
号
の
七
ま
で
を
削
る
改
正
規
定
　
令
和
四
年

七
月
一
日

附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
　
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
二
第
三
項
中
「
、
上
半
身
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
脱
帽
し
」
を
「
脱
帽
し
て
」
に
、
「
上
半
身
を
写
し
た
」
を
「
撮

影
し
た
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
三
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化

合
物
及
び
硝
酸
化
合
物

畜
産
農
業
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十

八
号
）
別
表
第
一
第
一
号
の
二
ロ
に

掲
げ
る
施
設
を
有
す
る
も
の
に
限
る

。
）

三
〇
〇

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合
物
製
造
業

三
五
〇

畜
産
農
業
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
別
表
第
一
第
一
号
の
二
イ
に
掲
げ

る
施
設
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

四
〇
〇

モ
リ
ブ
デ
ン
化
合
物
製
造
業

一
、
三
〇
〇

バ
ナ
ジ
ウ
ム
化
合
物
製
造
業

一
、
六
五
〇

貴
金
属
製
造
・
再
生
業

二
、
八
〇
〇
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三
十
一
号
　
　
令
和
四
年
六
月
二
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